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１．研究成果の概要 

本研究では、都市の持続可能性において自然災害に対して緩和と適応の両面で強い都市構造を確立する

ことを目的としている。特に、避難計画を立てる際の個々人やコミュニティの行動、および避難時の行動、

滞留を分析する。統計物理学を端緒とする社会ダイナミクスモデルである Bounded Confidence モデル（以

下、BCM）を利用し、避難行動シミュレーションを実施する。 

Ono (2022) では、江戸川区における調査の結果をもとに、事前の広域避難を行うための要因について考

察した。江戸川区は千年に一度のレベルの高潮や洪水によって浸水が大規模に発生する可能性があり、住

民は計画的に避難することが求められる。本研究では、避難行動の地域・属性別の傾向を階層化し、Opinion 

Dynamics Model (ODM)に適用することで、地域や属性に応じたシミュレーションが可能とした。 

小野（2022）では、江戸川区における広域避難情報の発令が住民の安全な避難に資するかどうかを検証

した。過去の水害時の避難情報をもとに、ODM を用いた避難行動のモデル化が試みられている。これら

の研究では避難者間での避難行動に関するパラメータ設定が一様であることを前提にしているため、属性

やリスク認知による要因による違いを表しきれていない。本研究では、避難者間の直接のコミュニケーシ

ョンや SNS による影響も踏まえつつ、公的な情報による避難行動への影響を回答者の階層化を通じて明

らかにしている。 

本研究は、自然災害に対する適切な避難計画立案や避難行動促進に向けた新たな知見を提供することが

期待される。また、避難行動のシミュレーションにおいて、地域や人口属性に応じた戦略的な避難計画や

避難行動の促進が可能となることが示唆されている。特に、避難者間のコミュニケーションや SNS の影

響を考慮に入れた上で、公的な情報による避難行動への影響を詳細に調査することで、適切な避難計画の

立案や避難行動の促進に寄与することができる。 

さらに、本研究では、BCM を用いた避難行動シミュレーションを実施するために、社会調査を行い、そ

の結果に基づくモデル同定を行っている。このプロセスの中で、日本の都市部における BCM の汎用的な

応用のため、回答者のクラスタリングを行い、パラメータの階層化を試みている。これにより、避難行動

のシミュレーションがより現実的で信頼性の高いものとなり、災害時の避難計画や避難行動の促進に役立

つことが期待される。 

総じて、本研究は自然災害に対する適切な避難計画立案や避難行動促進に向けた新たな知見を提供し、

都市の持続可能性に対する貢献が期待できる。また、統計物理学を利用した避難行動シミュレーションの

応用範囲が広がることで、さらなる研究発展が促されると考えられる。 
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